
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

龍谷大学 交換留学生用ガイド 
 

 
願書記入及び提出書類を準備するにあたり、本紙を熟読ください。 
 
また、留学生として日本に滞在するための在留資格取得に時間がかかりますので、

できるだけ早く下記の書類を準備してください。 
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①所属大学の担当者は「龍谷大学入学推薦書（Nomination Sheet for Fall 2023 Entry to 
Ryukoku University）」に必要事項を記入して専用フォームからご提出ください。 

 期 限：2023 年 10 月 31 日［日本時間］ 
 
②ノミネーションされた学生は、所属大学の担当者から送られてくる「龍谷大学入学願書

（APPLICATION FOR ADMISSION TO RYUKOKU UNIVERSITY）」に必要事項を記入して専

用フォームからご提出ください。 

 期 限：2023 年 11 月 12 日［日本時間］ 
 
③所属大学の担当者は、出願に必要なデータ一式を専用フォーム「提出書類（Documents 
to be Submitted）」からご提出ください。 

期 限：2023 年 11 月 12 日［日本時間］ 
 
 
 
留学ビザを取得するためには、在留資格認定証明書が必要です。龍谷大学グローバル教育推進センター

が願書を受け取った後、入国管理局へ代理申請し、証明書交付があった後、入学許可書とともに速達で

お送りします。在留資格認定証明書の申請をしてから交付まで約 6～8 週間かかります。余裕を持って

ビザを申請、取得するためにも、できるだけ早く願書を提出してください。 
 
自国の日本領事館等で在留資格認定証明書と龍谷大学の入学許可書を提示し、留学ビザの申請を行って

ください。 
 
 
 
 
◎願書内に添付する写真、別途提出する写真は、真正面から上半身（肩から上）を撮影し、背景にも

のや影などが映らないように配慮してください。 
◎学部・大学院（研究科）を選ぶときは自分の大学の専攻分野に最も近いものを選んでください。 

  ◎研究科に出願するためには、学士号を取得し、派遣元大学で大学院に所属していることが必要です。 
 
 
 
 
願書の日本語能力認定書の他、みなさんの日本語能力を予め把握するため、「日本語能力自己評価表」を

提出して頂く必要があります。記入の前に、「日本語能力自己評価について（説明）」をよく読んで記入

してください。 

申込締切 

在留資格・留学ビザ 

日本語能力自己評価表の提出について 

願書を記入する際の注意事項 
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龍谷大学の 1 年は 2 つの学期からなります。第 1 学期は 4 月～9 月、第 2 学期は 9 月～3 月です。 
 
すべての授業終了後、試験期間が設けられています。オリエンテーションウィーク開始から試験期間 
終了まで龍谷大学で学修できない方の出願はお断り致します（学期途中での参加、修了はできません。

また、試験を受けずに帰国した場合、単位は認定されません）。 
■オリエンテーションウィーク： 2024 年 4 月 1 日～5 日の 5 日間（予定） 
 
◎2024 第 1 学期：2024 年 4 月～2024 年 9 月（夏期休業：2024 年 8 月上旬～9 月中旬） 

※最終退寮日は 2024 年 8 月 10 日（予定）です。 
◎2024 第 2 学期：2024 年 9 月～2025 年 3 月（春期休業：2025 年 2 月上旬～3 月下旬） 

※最終退寮日は 2025 年 3 月（予定）です。 
 

※夏期休暇、春期休暇中も退寮日までは寮に住むことができます。 
※最終退寮日は変更する場合があります。 

 
 
 
2024 年度第 1 学期の入学式は 4 月 1 日です。新留学生は、龍谷大学の学生寮に 2024 年 3 月 25 日（予

定：変更の可能性有）から入寮することができる予定です。 
 
◎入寮日： 2024 年 3 月 25 日、26 日の 2 日間 （予定） 

 

［重要］ 

※日本入国にあたっての手続や新型コロナウイルス感染症に関する日本入国時の検疫措置等について

は、各自でも最新情報を確認の上、入国への備えを万全に行ってください。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00209.html 

https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/bordercontrol.html 

 
 
 

 
●受講するコースは以下の 5 パターンがあります。 

 ①JEP-E コース (Japanese Experience Program in Kyoto -ENGLISH ) 【英語で開講】         

  このコースは、日本語を未履修（同等を含む）又は日本語学修を留学の目的としない交換留

学生が対象のコースで、すべて英語で提供しています。京都をはじめ日本の社会・文化に関する

科目群、すなわち日本の歴史、社会、経済・経営、法律、科学技術、文学と映画、芸術メディア、

ポップカルチャー等の学び、また、京都の豊かな伝統文化、仏教の思想、入門ゼミナール、週 3 回

の初歩的な日本語入門の授業などで構成されています。 
英語が母語でない場合、TOEFL® PBT500 点以上の英語力を有することを推奨します。 

龍谷大学 学年暦 

龍谷大学への到着日と入寮日 

受講コースについて（重要） 
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その他、一部の学部・大学院の英語開講科目を受講することが可能です。 
なお、出願時に JEP-E を選択した場合、その後 JEP-J へ変更することはできません。出願時によ

く考えてコース選択を行ってください。 
また 1 年間交換留学する者が最初にこのコースを選択した場合、2 学期目もこのコースを受講す

ることになります。 

 ②JEP-J コース（Japanese Experience Program in Kyoto －JAPANESE ) 【日本語で開講】          

   このコースは主に日本語学修を中心とした「日本語関係科目」と日本の文化や社会についての学

びを中心とした「日本事情科目」で構成されており、主に日本語で開講されています。 
「日本語関係科目」では、初級上レベルから上級レベルまで CEFR 目標に併せた 5 段階のレベル

別にクラスを分け、実践的な訓練を行い、フィールドワークやプレゼンテーション等を交えながら

提供しています。 
また、「日本事情科目」については、日本の伝統・文化の中心である京都の特性を生かし、日本の

文化、歴史、文学、社会、宗教、経済、経営、教育、法律、科学、ポップカルチャーなどに関する

科目を提供しています（日本語のほか、一部、英語のみで開講される科目も含む）。 
 このコースを選択する場合、300 時間以上の日本語学習を行っていること、もしくは、日本語能

力試験 N4 の日本語力があることを推奨します。 
なお、本コースを希望しても、プレイスメントテストで日本語未履修者（同等を含む）と判断さ

れた場合は、JEP-E コースを受講することになります。 
    

なお、プレイスメントテストでクラス 4 以上となった JEP-J コースに所属する交換留学生は上記

の JEP-J コースに加えて、学部科目・大学院科目（大学院科目は大学院生のみ可）が受講できます。

またJEP-Jコースの科目の受講は自由に選択できるようになるため、例えばJEP-J科目を選択せず、

全て学部又は大学院のみの受講とすることも可能です。 
※JEP-E、JEP-J2・3 クラスの学生は、学部・大学院の英語開講科目については受講可能です。 

 

 ③学部間協定による学部授業の履修                                                          

   学部間独自の協定【経営学部との協定（大連外国語大学日本語学院）】の交換留学生は所属学部の

授業のみが受講対象になります。 

 ④研究科間協定による大学院授業の履修                                          

   大学院間独自の協定【理工学研究科との協定】の交換留学生は所属大学院の授業のみが受講対象

になります。 
 
 
 
＜STEP1＞ 
●まず、学生交換協定により Japanese Experience Program in Kyoto (JEP Kyoto)を受講できる

かを各大学の担当者に確認してください。一部、学部間・研究科間協定により所属の学部・大学院

のみの受講となる場合があります。 
＜STEP2＞ 
●JEP Kyoto を受講できる場合、「JEP-E（英語で開講）」又は「JEP-J（日本語で開講）」のどちらかを

受講コースの選択と結果について（重要） 
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選択する必要があります。出願後はコースを変更できませんので慎重に検討してください。 
●「JEP-J（日本語で開講）」は履修 300 時間以上の日本語学修を行っている。もしくは、日本語能力

試験 N4 以上の日本語能力があることを推奨しています。 
 
＜STEP3＞ 
●「JEP-J（日本語で開講）」で出願した場合でも、来日後に実施する日本語プレイスメントテストの

結果で「JEP-J（日本語で開講）」レベルに達していないと判断された場合は「JEP-E（英語)」の

コースに変更となる場合があります。 
●「JEP-E（英語で開講）」「学部間協定による学部授業の履修」「研究科間協定による大学院授業の履

修」の出願者には日本語プレイスメントテストは実施しません。 
 
受講コースの出願から結果までの流れ＜イメージ図＞ 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

 

 
 

学生交換協定 

Japanese Experience Program in Kyoto (JEP Kyoto)を受講できる 
学生交換協定 

学部・研究科間で独自の協定により学

部・大学院の授業のみを受講できる 
【経営学部との協定】●大連外国語大学日本語学院 
【理工学研究科との協定】 

③学部間協定による学部授業の

履修（学部生のみ） 
④研究科間協定による大学院授

業の履修（大学院生のみ） 
で申込み 

●英語で授業を学びたい。 
●日本語を学んだことがないあるい

は日本語の学修が初歩的なレベ

ルである 
●英語が母語でない場合、TOEFL 

PBT500 点以上の英語力を有する

ことを推奨 
 
 

●日本語を学びたい。 
●日本語で授業を学びたい。 
●300 時間以上の日本語学修を

行っている。もしくは、日本

語能力試験Ｎ4 以上の日本語

能力があることを推奨 
●できれば日本語で学部授業や

大学院授業も受けたい。 

①JEP-E コース 
 (Japanese Experience 
Program in Kyoto -ENGLISH )
【英語で開講】 

 

②JEP-J コース 
（Japanese Experience Program in 

Kyoto－JAPANESE )【日本語で開

講】で申込み 

①JEP-E コース (Japanese 
Experience Program in Kyoto 
-ENGLISH )【英語で開講】 

に決定 

入学後に日本語の 
プレイスメントテストを受験する 

クラス 2～3 
レベル 
 
 

クラス 4～6 
レベル 
 
 

②JEP-J コース

（Japanese Experience 
Program in Kyoto －
JAPANESE )【日本語で開

講】に決定 

1 レベル 
日本語未履修

レベル 
 
 
 

＜STEP1＞あなたの大学の学生交換協定がどちらかを確認します。 

＜STEP2＞「JEP-E（英語で開講）」又は「JEP-J（日本語で開講）」のど

ちらかを選択 

出願までのコース選択 

③学部間協定による

学部授業の履修（学

部生のみ） 
④研究科間協定によ

る大学院授業の履

修（大学院生のみ） 
に決定 

入学後 

②JEP-J コース 
【日本語で開講】  
+学部又は大学院専

攻科目【日本語で

開講】に決定 

＜STEP3＞ 
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龍谷大学には 3 つのキャンパスがあります。 いずれも関西の主要鉄道路線から近く、通学しやすい場

所に位置しています。 

 

◆深 草 
京都市伏見区にある深草キャンパスは、心理学部（1、2 年生）、文学

部（1、2 年生）、経済学部、経営学部、法学部、政策学部、国際学部、

短期大学部の学生・大学院生が集う龍谷大学の中心的なキャンパス

です。グローバル教育推進センターも深草キャンパス内にあります。

JEP Kyoto の日本語の講義もここで行われます。 

 

◆大 宮 
京都市街のほぼ中心、西本願寺に隣接した龍谷大学のシンボルと言

えるキャンパスです。心理学部（3、4 年生）、文学部（3、4 年生）

と文学研究科生が学ぶ、古都の呼び名にふさわしい落ち着いた学修・

研究環境です。 
 

 

◆瀬 田 
滋賀県大津市の「びわこ文化公園都市」の豊かな緑に囲まれたキャ

ンパスです。先端理工学部、社会学部、農学部の学生たちが学ぶ、

龍谷大学でもっとも大きく、新しいキャンパスです。 

※キャンパス間は無料のスクールバスが運行されています（深草－大宮 約 20 分、深草－瀬田 約 40
分）。 
 
 
 
 
●半年に最低 16 単位（1 年で 32 単位）を登録する必要があります（最低登録単位数については変更の

可能性があります）。龍谷大学において、どの分野の科目を履修しなければならないのかを貴大学の

担当者又は教員に確認しておいてください。 
●JEP-J の 4 クラス以上学生は、JEP Kyoto 開講科目以外に、一部の学部・大学院の専攻科目が履修で

きます。JEP-J2 クラス、3 クラス及び JEP-E の学生は JEP Kyoto 開講科目以外に、一部の学部・大

学院の英語開講科目のみ履修ができます。 
●正規学部・大学院の授業で先修制のある科目、少人数授業やゼミなど、制限のある一部の授業は履修

することが出来ません。また、事前に受講許可が必要です。 
●龍谷大学のシラバスは以下からご覧いただけます。ご参考ください。 

https://syllabus.ws.ryukoku.ac.jp/acrsw/CSylNoSSO/CNoSSO.do 
 
 

キャンパス 

科目の履修について 
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参考：2023 年度 JE-J 開講科目一覧 ※開講科目は年度によって変更の可能性があります。 
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参考：2023 年度 JEP-E 開講科目一覧 ※開講科目は年度によって変更の可能性があります。 
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交換留学生には学生寮を用意しています（ミトラ館、りゅうこく国際ハウス、龍谷会館）。寮では日本人

学生のレジデント・サポーターと呼ばれるアシスタントがあなたの留学生活をサポートしてくれます。

願書にある、「龍谷大学留学生寮入寮申込書」を締め切り日までに提出してください。 
 
また、入寮する学生は全員布団のレンタルを申し込む必要があります。入居期間中のキャンセルはでき

ません。費用は 1 か月 1,528 円です（2023 年 9 月現在。毎月のシーツ交換を含む）。 
◎寮は大学側によって決定され、原則変更できませんのでご了承ください。 
◎部屋の形態（ルームタイプ）については、障がいのある方、心身等の健康上の理由がある方を優先

して配置しますので、あらかじめご了承ください。 
◎参考ウェブサイト：http://intl.ryukoku.ac.jp/dormitory/index.html 

 

 りゅうこく国際ハウス Ryukoku International House 
 
住所      612-0029 京都市伏見区深草西浦町 4-38 
 
形態       シングル・ツイン   
          共同設備： 

シャワー・トイレ・キッチン・冷蔵庫・掃除機・洗面所・ 
コインランドリー 

          個室設備： 
机・椅子・ベッド・本棚・冷蔵庫・物干し竿・電気スタンド・ 
エアコン・カーテン 

 
インターネット  個室で使用可  

寮費     保証金 80,000 円 （入寮時のみ必要）  
         １か月 シングル： 30,000 円＋光熱水費 10,000 円（定額）予定  
                           ツイン：18,000 円＋光熱水費  6,000 円（定額）予定 
         ※寮費は変更になる場合があります 
アクセス      深草学舎まで徒歩約 5 分 京阪電車深草駅まで徒歩約 7 分 
           地下鉄くいな橋駅まで徒歩約 10 分  
          JR 稲荷駅まで徒歩約 12 分 
 

 

 
龍谷会館（男子寮） Ryukoku Kaikan  
 

住所      612-0029 京都市伏見区深草西浦町 2-95 

形態       シングル 
         共同設備： 

シャワー・トイレ・キッチン・冷蔵庫・コインランドリー 
          個室設備： 

机・椅子・ベッド・本棚・電気スタンド・エアコン・カーテン 
 
インターネット   個室で使用可  
 
寮費     保証金 50,000 円（入寮時のみ必要）  
         １か月 25,000 円＋光熱水費 8,000 円（定額）予定 
          ※寮費は変更になる場合があります 
 
アクセス      深草学舎まで徒歩約 5 分 京阪電車深草駅まで徒歩約 7 分 
          地下鉄くいな橋駅まで徒歩約 10 分  

     JR 稲荷駅まで徒歩約 12 分 
 

宿 舎 

↑ Map ↑ 

↑ Map ↑ 

http://intl.ryukoku.ac.jp/dormitory/index.html
https://intl.ryukoku.ac.jp/dormitory/html_j/kokusai_h.html
https://intl.ryukoku.ac.jp/dormitory/html_j/r_kaikan.html
https://goo.gl/maps/ee76sF7HyreAFw939
https://goo.gl/maps/24z5bo4JK88N8CHJ8
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ミトラ館 Mitra-kan 
 
住所      612-0029 京都市伏見区深草西浦町 4-10 

形態       シングル 
          共同設備： 

シャワー・キッチン・冷蔵庫・コインランドリー 
          個室設備： 

机・椅子・ベッド・本棚・電気スタンド・エアコン・ 
カーテン・簡易キッチン・トイレ・物干し竿・冷蔵庫 

 
インターネット  個室で使用可  

寮費     保証金 100,000 円（入寮時のみ必要）  
         １か月 40,000 円＋光熱水費 10,000 円（定額） 予定 
                   ※寮費は変更になる場合があります 
 
アクセス      深草学舎まで徒歩約 5 分 京阪電車深草駅まで徒歩約 7 分 
           地下鉄くいな橋駅まで徒歩約 10 分  
           JR 稲荷駅まで徒歩約 12 分 
 

 
 
 
 
 
交換留学生の諸条件は、所属する大学と龍谷大学の間の学生交換協定の条件に基づいています。 これ

らの条件は、所属する大学の担当者に確認してください。 
 
 
 
 
 
奨学金の振り込みや、寮費、電気代の支払いなど金銭のやり取りは原則、銀行口座からの引き落としで

処理しますので、日本で使える銀行口座を持っていない場合は、日本で口座開設の手続きを行ってくだ

さい。（指定金融機関：ゆうちょ銀行） 
① 「口座開設申込用紙」の入力（各寮でレジデント・サポーターがサポートしてくれます。） 
② 「預金口座振替用紙」の記入（レジデント・サポーターから配布されます。） 
③「在留カード」コピー（日本到着後に発行されます。） 

なお、口座から寮費を自動引落としするためには、通常、開設から 2 か月程度必要です。それまではコ

ンビニエンスストアでの現金支払いとなります。クレジットカード又はデビットカードは使えません。

また、ゆうちょ銀行はオンラインバンキングサービスを提供していません。 
 
日本入国前に海外使用可能銀行口座（例えば CITIBANK、STAR、Cirrus、Maestro など）を開設してお

くのもよいでしょう。 
 
 
  

交換留学生の諸条件 

銀行口座 

↑ Map ↑ 

https://intl.ryukoku.ac.jp/dormitory/html_j/mitrakan.html
https://goo.gl/maps/D8hKcc4K1L3i3rL49
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◆重要（経済面での注意点） 
 
①毎回留学当初に、海外から持参したカードが日本で使用できず、必要な生活費を出金できず困ってい

る学生がいます。出国前に、持参するカードが、日本ですぐに出金ができるものかどうか、また、そ

の使用方法等を、カード会社等に必ず確認してください。なお、アカウントがブロックされないよう

に、暗証番号を確実に覚えておくように気を付けてください。 
②母国の銀行口座をそのまま日本で利用する場合、必ず日本での留学の際に利用する旨を銀行に伝えて

必要な手続きしてください。銀行によって連絡しないで日本から預金を引き出そうとした場合、口座

が凍結されてしまう場合があります。 
③母国の銀行口座をそのまま日本で利用する場合、1 日の利用限度額が少なく設定されているため、必

要なときに必要な額の現金を引き出すことができずに困ることがあります。特に、最初は寮費や生活

費など多くの金額が必要となるため、あらかじめ限度額を確認しておくとともに、十分な金額の準備

をしておくようにしてください。 
 
 
 
 
 
母国で保険に入っているかどうかに関わらず、日本に 3 か月を超えて（3 か月 1 日以上）、留学する学生

は、日本の国民健康保険制度に加入することが義務付けられています。保険料は月 1,500 円から 2,000
円ぐらいです。国民健康保険の申請は、滞在地域の市役所・区役所にて行ってください。なお、必要が

あれば、各自日本に入国される前に、海外旅行保険などに加入してきてください。 
詳細は、入学オリエンテーションの際にお伝えします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

健康保険 

グローバル教育推進センター（R-Globe）事務部 
〒612-8577 京都市伏見区深草塚本町 67 
TEL：＋81-75-645-7898  FAX：＋81-75-645-2020 
Email：r-globe@ad.ryukoku.ac.jp 

inbound.r-globe@ad.ryukoku.ac.jp 

mailto:r-globe@ad.ryukoku.ac.jp
mailto:inbound.r-globe@ad.ryukoku.ac.jp
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この利用規則は、龍谷大学の国際交流会館・留学生寮に入居する人が、必ず守らなけれ

ばならないものです。 
 
これらの施設には、生活習慣や文化背景が異なる、様々な国籍の学生たちが、共に生活

をしています。 
 
お互いのプライバシーを尊重し、他の人の事に思いやりを持って、快適な大学生活を 
送ってください。 

龍谷大学 国際交流会館・留学生寮 

利用規則 
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①入居日を決め、入居日の 2 週間前までに、学生情報センター（NASIC）【※】へ連絡してください。 

【※】学生情報センター（NASIC）は龍谷大学が管理運営業務を委託している会社です。 
 
②「誓約書」の全ての確認事項に同意の上、自筆でサインし、NASIC へ提出してください。 
 
③入寮してから日本で使える銀行口座を持っていない場合は、口座を開設します。 

ゆうちょ銀行の口座となります。口座開設用紙を記入し、指定される期日までに提出ください。 
≪必要書類≫ 

  ・口座開設用紙  
・在留カードのコピー 
 

④初回納入金 
◎ミトラ館、りゅうこく国際ハウス、龍谷会館の入居者 

  保証金と＜初回分＞使用料（寮費、光熱水費、布団代）を、入寮してすぐ、コンビニエンスストア

で支払いをしてもらいます。現金での支払いです。クレジットカード又はデビットカードは使えま

せん。また、ゆうちょ銀行はオンラインバンキングサービスを提供していません。 
  
⑤保証金 
  保証金は、退寮時に返金します。ただし、寮費を滞納している場合や、備品などの紛失、居室・共

用施設を汚損して、賠償していない場合は、その必要経費を保証金から差し引きます。 
万一、金額が足りない場合は、追加徴収します。 
協定で部屋の寮費が免除となっている場合は、保証金も支払う必要はありません。 
 

⑥銀行口座の開設と使用料の自動引き落とし 
使用料（寮費、光熱水費）は、毎月決まった日に、銀行口座から自動引き落としとなります。 
口座登録をしてください。 

 
◎ミトラ館、りゅうこく国際ハウス、龍谷会館の入居者 

毎月 6 日（銀行休業日の場合はその翌日）に、使用料（当月分の寮費と光熱水費）を、あなた

の銀行口座から、自動引き落としします。 
   【※】国内口座であれば、どちらの口座でも利用可能ですが、口座を持っていなかった方で、入

寮時にゆうちょ銀行で口座を開設された方は、ゆうちょの口座番号をご登録ください。 
 
⑦入寮当日 

レジデント・サポーター【※】もしくは、管理人が施設の案内をします。 
 【※】レジデント・サポーターは、みなさんの寮生活、日本での生活をサポートするために、一緒に

寮に住んでいる龍谷大学の学生（留学生以外）です。寮生活を送る上で、何か困ったことが 
    あればレジデント・サポーター、グローバル教育推進センター事務部に相談してください。 
 
 

入寮手続き 
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￥ 
 
 
寮に住むすべての学生は（寮費免除の学生も含む）は、休暇期間中であっても、毎月の光熱水費を支払

う必要があります。 
当該月の居住期間が 15 日未満（1 日～14 日）の場合は、日割りで計算します。15 日以上居住する場合

は、1 か月分とします。15 日未満で日割り計算する場合は、退寮する月の前月の 5 日までに、退寮届を

レジデント・サポーターに提出して下さい。期日を過ぎて退寮届を提出した場合は、たとえ 14 日以内

の退寮だったとしても、1 か月分の寮費を徴収します。 
 

＜例＞「りゅうこく国際ハウス」に、8 日間 居住した場合 
（留学生：1 か月の使用料 40,000 円〈寮費 30,000 円、光熱水費 10,000 円〉） 

         ↓ 
      40,000 円÷30 日×8 日 = 10,666 円 使用料は、10,666 円となります。 

（計算方法：月額使用料÷30（日）×居住日数とする。但し、1 円未満は切り捨てる） 
 
 
 
 
①入居者の入替時期である、3 月と 8 月は、それぞれ 3 月 20 日、8 月 10 日までに退寮しなければなり

ません。その日が土日祝にあたる場合は、その前日になります。この場合の使用料についても、前述

の「使用料（寮費、光熱水費）の計算方法」により算出されます  
 
②いったん納入された寮費は、特別の事情がある場合を除き、返金できません。退寮を希望する場合は、

退寮日の 1 か月前までに申し出なければなりません。 
 
 
 
 
①退寮する月の前月の 5 日までに、退寮届をレジデント・サポーターに提出して下さい。期日を過ぎて

退寮届を提出した場合は、たとえ 14 日以内の退寮だったとしても、1 か月分の寮費を徴収します。 
 
②退寮前には、部屋をきれいに掃除し、荷物は全て撤去してください。 
 
③ 退寮 1 週間前：レジデント・サポーターの立ち会いのもと、部屋のチェックを行います。 

 
④退寮当日：レジデント・サポーターの立ち会いのもと、部屋のチェックを行います。必ずチェックは

受けてください。 
  
⑤退寮当日までの電気代の支払いと部屋の使用状況が確認され次第、保証金を返金します。 
 
●以下のいずれかに該当する場合は、退寮しなければなりません 

◎龍谷大学の学生としての身分がなくなったとき 

使用料（寮費、光熱水費）の計算方法 

入居者の入替時期の規則について 

退寮手続き 
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◎入居期間が満了したとき 
◎継続入居が認められなかったとき 
◎寮生活を続けることが不適当であると大学が判断したとき 
◎寮の使用料の滞納額や損害賠償が保証金を上回ったとき 
◎寮規則に違反したとき 
◎大学の指示や命令に故意に従わなかったとき 
◎寮の使用料を支払わないとき 
◎義務を果たさないとき 

 
●中途退寮 

自分の都合で、入居期間の途中に退寮したい場合は、少なくとも退寮の１か月前には NASIC 
に連絡をしてください。15 日未満で日割り計算する場合は、退寮する月の前月の 5 日までに、退寮

届をレジデント・サポーターに提出して下さい。期日を過ぎて退寮届を提出した場合は、たとえ 14
日以内の退寮だったとしても、1 か月分の寮費を徴収します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
以下のルールを必ず守ってください。 
 
①寮内の施設の改変をしたり、誤った使用をしたりしないこと 
②寮内で営利行為、政治活動をしないこと 
③寮内の備品を持ち出さないこと 
④定められた場所以外での火気の使用をしないこと 
⑤規則正しい生活をし、風紀をみださないこと 
⑥寮近辺の住民や他の寮生に迷惑となるような行為はしないこと（騒音・けんか・ゴミの 
 放置など） 
⑦居室・共用施設の清掃、保健衛生につとめること 
⑧火災・災難その他問題が起こったときは、ただちに報告すること 
 
●同居の禁止 

単身部屋に入居された方は、誰とも同居できません。  
●自室以外への入室禁止 
  友人の部屋であっても、他人の部屋への入室は禁止します。 
●宿泊の禁止 

友人や親であっても寮に泊めることはできません。各寮で定められた時間までには寮を出てもらう

ようにしてください。 
●喫煙について 

部屋の中ではもちろん、寮の敷地内でも絶対にたばこを吸わないでください。 

※土日に退寮することは避けてください 

寮生活のルールについて 
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●外泊について 
短期旅行や一時帰国の際には、グローバル教育推進センター事務部から連絡が取れるように、最低

1 週間前には『外泊届』に記入し、管理人に提出してください。 
●自転車置き場の使用 

自転車を寮の駐輪場にとめる時は、必ず龍谷大学の印のついたシールを貼ってください。 
 シールは管理人とレジデント・サポーターが持っています。また、退寮するときには、自転車 
 を放置しないでください。盗難にあった場合は、大学は関知しません。交番に届け出てくだ 
 さい。 
●ペットについて 

寮内では、ペットの飼育・所有は禁止されています。どのような理由があってもペットを飼 
 うことはできません。 
●メールボックスについて 

各自の名前を書いて鍵をかけるようにしてください。1 日 1 回はメールボックスを確認してく 
 ださい。 
 
 
 
 

※上記の規則の他にも、寮ごとにルールがありますので必ず 

守ってください。 

守れない場合は、強制退寮の対象となることがあります。 


